
 1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

寺所歴史探訪

 

 

 

『てらどこだより』は、各組織、団体が個別に発行していた活

動状況や区民の皆さんからの寄稿をもとに、平成 27 年 ８月

10日に第 1号を創刊しました。発行にあたっては、市の「地域

力工場事業交付金」を活用する中で、「区の課題は区で解決す

る」仕組みづくり、「その課題解決に多くの区民が参加する」体

制づくりを目指してきました。 

この間、年３回の発行を続ける中、堀金勇一様には「寺所歴

史探訪」と題して地域の様々な情報を寄稿してきていただき、

深く感謝申し上げます。 

発刊後 10年を迎え「過去の記事を見たい」というお声があ

り、「寺所歴史探訪 集約編」としてまとめました。 

なお、取りまとめるにあたっては、発行当時と連載番号の修

正、レイアウト等の変更がありますので、ご了承下さい。 

令和８年３月 

〈令和７年度 てらどこだより編集委員〉 

総括責任者：赤羽 孝明（区長） 

編集委員長：大澤 明彦（1区総代） 

編集委員：細萱 伸（2 区総代）／赤澤 克彦（3 区総代）西村 

隆史（4区総代）／赤澤 史哉（3区） 

航
空
写
真(

豊
科
町
の
土
地
に
刻
ま
れ
た
歴
史)P

6
0

 



 2 

 

明治の終わり頃に造られた「手水舎」（御手洗）が神社

の入口にあります。 

中の「手水鉢」（水盤）は花崗岩の一枚岩で、四人の力

士が支える構造になっており、近所では「てすいばち」と呼

ばれていました。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水道の無い時代ですから、この「水」はどこから？と、子

供心にもとても不思議に思った記憶があります。 

実は、矢原堰の底に、桶で作った「漉井戸」を埋めて水

を濾過し、その水を「サイホン」の原理で手水舎まで引いて

いたのです。明治時代にこの方法を考え実行した先人の

知恵に驚くとともに、敬意を表したいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

その 1 〜 寺所の隠れた文化遺産 〜 
平成27年度 第1号(H27.8.10) 

 

【寺所区文化財の保護と記録P14】 
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三区の伝統文化 

寺所神社の境内には、静岡県にある火伏の神を祀る秋

葉神社を勧請した分社の祠と碑が祀られていて、毎年春と

秋の彼岸に「秋友連」が秋葉さまのお祭りをやっていた。

（秋友連は三区の数え年１５歳から２５歳までの男子で組

織）宵祭りの日は祠の周りを幔幕や灯篭で飾り、紙花で飾

った五ツ灯篭や幟を立てるなどの準備と、各戸から思し召

しを集めてお祭りの経費に充てていた。特に宵祭りの日の

直会では、酒宴をしながら先輩方の体験談を聞くのが楽し

みで、年齢の異なるメンバーが集まり、わいわい語りあう

のは良い人生勉強の場でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

現在は堰上、堰下、西ノ側の各隣組が交替で春の彼岸

にお祭りを行っており、隣組内の親睦と絆を深める場とな

っている。 

寺所にはいろんな「石神」や「石仏」がありますが、道祖

神をはじめ庚申講、月待の行事など、伝統的な文化の伝承

が途絶えているのが現状です。今伝統文化を復活させる

動きが各地で起きていますが、ここで紹介した「秋葉さま」

は、細々ながら絶えることなく伝承されている行事の一つ

です。 

  

その 2 〜 寺所伝統文化 〜 
平成27年度 第2号(H27.12.1) 

【寺所神社境内 秋葉神社】 

 

 
【寺所区文化財の保護と記録P37】 
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―消えた四ツ家の「中どぶ」など― 

  明治初期の寺所には、未開の林が水門原や花見田周辺

に多く有り（約8町歩）、湧水地帯の開田がいかに困難で

あったかが窺えます。水門原や花見田は、夏になると大量

の地下水が湧き出るため、田圃の底に溝を掘って粗朶を

埋めて水の通り道をつくり、更に抜いた地下水を集める

「どぶ」（大きな人口の池）や排水路を作って米作りをした

が大変苦労だったと、明治生まれのお年寄りから聞いたこ

とがあります。 

湿地を立派な水田にした立役者であった「中どぶ」や

「くるみどぶ」などは、夏場になると満々と湧水をたたえ、さ

ながら水郷のようで壮観でしたが、長野道関連の圃場整

備事業でこの「どぶ」もすっかり姿を消し、あんなに出た地

下水もどこかへ消えてしまったのです。 

 

 
(写真：豊科町の土地に刻まれた歴史P62) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

― 寺所区内の新設道路（明治・大正時代）― 

１．徳次郎街道（旧原村バス停から徳次郎の犀川堤防ま

で） 

この道路は、篠ノ井線の建設計画（明治28年～31年）

によるもので、当初田沢駅は町田地籍を予定していたた

め。先行して豊科方面へ通じる道路として開設した。 

  しかし、その後日清戦争のため工事が延期になり、明治

35年6月15日に長野ー松本間が開業したが、田沢駅

が現在地に変更になったため、犀川の堤防で終わってい

ます。 

 

２．田沢街道（田沢駅から新田まで） 

・明治29年4月21日に 三原屋商店西まで土地買収

をして道路を新設。 

 ・明治36年2月29日に 三原屋商店以西の土地買収

をした。 

 ・大正7年4月22日に 寺所北信号付近の土地買収

をした。 

 ・最初の田沢橋は「木桁の板橋」で明治37年に架けら

れたが、水害に遭い流されたため明治40年に同じ木造

で架け替えた。その後、昭和30年に鉄筋コンクリート橋

（ローゼ桁8連、ゲルバ桁5連：361㍍）に架け替え、現

在は歩道として活用（中央に待避所を設置） 

 

３．南穂高中央線（通称学校道、市道豊科1級23号線） 

  田沢街道が新田まで開通したのに伴い、田沢街道から

南穂高村役場及び南穂高小学校への幹線道路として開

設した。 

 ・大正8年1月25日に 田沢街道から旧南穂高小学

校までの土地を買収して1期工事で開通した。（矢原堰

の橋は、木橋で、荒堰の橋は石橋だった。） 

  

その３ 〜 寺所伝統文化・寺所歴史探訪〜   

平成27年度 第3号(H28.3.25) 
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１．その一 神社の移転 

寺所神社は、享保の初め頃に西ノ側から踏入境の現在

地へ移転しています。 

安曇野では、元禄から享保にかけて多くの「お宮」が、村

の中心から村境の入会原へ移転しており、これは、神社の

森が農地の日陰になり、落ち葉で耕作に支障が出たため

で、その結果「境宮」（村境のお宮）と呼ばれるお宮が多く

なったのです。（寺所、踏入、細萱、吉野、本村、真々部な

ど）特に、寺所と踏入、上鳥羽と下鳥羽、中萱と及木、など

は二つのお宮が接近した場所にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．その二 寺所神社の「お堀」と社殿 

寺所神社は本殿と拝殿の周りに「お堀」（南側と東西の

南から2/3は石積、東西の北1/3と北素掘り）をめぐら

せてあります。穂高神社や諏訪大社にも無い「お堀」が、寺

所神社にあることに強い興味をおぼえます。どなたか「お

堀」を造った目的等の伝承をご存知の方は教えてくださ

い。 

敢えてうがった見方をするならば、寺所は自然流の水量

が少なくて開発が進まなかったが、「寺所用水」の開削に

よって集落が発展しており、飲み水にも使った「用水」を大

切にしてきた歴史があり、その中で水を神聖なものと考え

る思いが村民の間に芽生えたのではないか。そして、大切

な氏神様を神聖な水で守るという考えに発展して、お堀を

造ったのではないか。 

また、大正時代には「宝蔵（土蔵）」の南に「社務所」が

あって、拝殿へはお堀の常盤橋を渡り西側の階から上がっ

ていたのが、大正１５年に説教館を取り壊してその跡へ現

在の「社務所」を新築した際、古い社務所を新しい社務所

の南へ引移し現在の姿になったものです。 

 

 

その４ 〜 寺所神社の歴史 〜   
平成28年度 第1号(H28.8.21) 

 

【寺所神社のお堀】 
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観音堂では春の彼岸に「念仏法要」を行い、区民が「な

むあみだぶつ」と唱えながら大数珠を回して無病息災や

家内安全を祈っています。  

これは江戸時代に始まった念仏講の融通念仏の伝承で、

念仏講がいつ頃消滅したか不明ですが「大数珠回し」は

現在まで続いてきたと考えられます。 

また、堂には明冶３６年秋彼岸の「念仏講」の様子を描

いた「奉額観世音寶前念仏千万遍」の絵馬があり、大数珠

回しをしている１３６人の絵姿が名前入りで描かれ、女性の

着物姿は華やかで楽しそうな雰囲気です。 絵馬の中から

皆さんの祖先が見つかるかも知れません。 

大数珠回しは、天明の凶作による飢えや疫病を防ぐた

め始まったものですが、しだいに地域の絆を深める親睦の

意味合いを濃くしてきたと考えられます。 

 

境内には「為万人講供養塔」や正道揮毫の「念仏六文

字名号碑」があり、明冶２７年～４２年ころ観音堂の住職を

務めた「鈴木大宗」の時代に備えられた木魚、観音立像画

（望月顕齋謹画）、念仏六文字名号軸（万松無為書）、念仏

行者現生護念之図（望月顕齋拝画）、釈迦入滅図（涅槃図）

などが残っており、念仏千万遍の絵馬とあわせ寺所の貴

重な歴史を伝えています。 

 

 

さらに、観音堂以外にも念仏講に関係する史跡として、

戒寺には万松無為揮毫の「念仏六文字名号碑」（文久３年

７月）と徳住上人揮毫の「念仏六文字名号軸」が所蔵され

ており、戦前まで戒寺でも大数珠回しが行なわれていたと

の伝承を裏付けています。 そして、四ツ家にも百万遍供養

塔（明冶１６年２月）があります。 

 

隣の熊倉（町村地区）では、春分の日に念仏供養塔の

前で園児や小学生と保護者などで、「大数珠」を回す伝統

行事を行なっており、今は地元子ども会が行事を受け継ぎ、

豊科にある唯一の子供念仏と言われています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

その５ 〜観音堂に伝わる大数珠回し（早や繰り念仏)〜 
 平成28年度 第2号(H28.12.4) 

 

「奉額観世音寶前念仏千万遍」の絵馬 
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戦後の深刻な食糧不足で食糧増産が叫ばれていた頃、

新田堰土地改良区から寺所耕地に加入の働きかけがあっ

た。  

寺所用水を取水していた当時の中曽根川は、梓川から

分流する川ではなく、湧水を中心とした河川になっていた

ため水温が低く収量が思うように上がらず、かつ、水量も

不足気味であった。 

そこで、梓川から取水して水温が高い新田堰の水を使

い食糧増産を図ろうとの意見が高まり、昭和28年と29

年に耕地の直営工事で、「吉野地籍の東沢から寺所用水

の横堰」まで通じる南北の「寺所新堰」を開削することにな

った。 

 

◎ 工事の概要等 

 (1) 資金は農林中金から借り入れ、昭和28年は積雪寒

冷地対策による補助事業、29年は冷害対策による補

助事業として国からの補助金を受けた。 

 (2) 事業組織は、委員長に木村義和、庶務部長に細萱

恵、工事部長に丸山甚市、会計に細萱幸人、庶務補助

として堀金昭一郎の各氏が選出された。 

 (3) 昭和２8年度の工事（積雪寒冷地対策事業） 

測量はこの年南農の土木科を卒業して村役場に入っ

た三原隆氏に依頼し、水路造りは丸山甚市氏の指導の

もと、あらかじめ東沢から横堰までの間を各戸に割り振

り、それぞれ指定された場所を夫婦二人で掘る家、家族

総出で掘る家など、すべて手作業ながら一日で堰が開

通した。なお、権現堰と交差する場所(写真)は「サイホン

の原理」を応用して権現堰の下を暗渠で通した。 

(北へ流れる寺所新堰と権現堰が交差する場所) 

 

(4) 昭和29年度工事（冷害対策事業） 

昨年掘った「水路」の土手が水流によって崩れるのを

防ぐため、役員が犀川から玉石を拾ってきて、石積み護

岸の土手(写真)に仕上げた。 

 (5) また、この工事は寺所耕地の全農家を対象にし、ま

た、委員長には新田堰の水を利用しない木村義和氏を

選出して耕地内の一体感を図ったことが成功の大きな

要因ではなかったか。 

そして、寺所の長い歴史の中で培われた「寺所のこ

とは、寺所のみんなで」の習慣・文化が、この新堰開削

という昭和の大事業を成し遂げる力になったのではな

いでしょうか。 

 (6) 米不足で食料増産に力を入れた時代から、米余り

の減反政策へと大きく変わっていますが、圃場整備が

進んだ現在でも寺所には室町時代につくられた「寺所

用水」が健在です。今から６００年位前につくられた用

水路が現在も水田を潤していることは驚異的です。 

先人を偲びながら、大地に刻まれた「寺所用水」を

たどってみてはいかがでしょうか。きっと先人の知恵に

出会えるのでは。 

 

参考： 工事の概要は、庶務として申請書類や報告書類の

作成記録を担当した堀金昭一郎氏、測量を担当した

三原隆氏、指導機関等との折衝に当たった堀内巳次

氏からの聞き取りと、寺所新堰の開削工事に関わっ

た区民の体験談を基にまとめたものです。なお、水路

敷きは水田、畑、宅地など１４名の地主の方から、３８９

坪買収しています。（寺所4名、吉野10名） 

(犀川の玉石による石積み護岸の土手) 

その６ ～大地に刻まれた水路が語る～ 

－寺所新堰の誕生－          平成28年度 第3号(H29.3.26) 
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安曇野は道祖神の宝庫といわれ、数多くの道祖神が祀

られています。 

道祖神（塞
さいの

神
かみ

）は厄除けの神で、災厄、悪霊、疫病など

から木戸を守ってくれる神であるとされ、また、縁結び・子

宝・五穀豊穣をかなえ、子供の願いも聞き届けてくれる神

としてもあがめられた。 

 また、この地域には「道祖神盗み」という風習があり、道祖

神盗みにあった木戸は良縁に恵まれるという信仰と、青年

の力くらべが結びついた習俗で、道祖神盗みのことを「道

祖神の嫁入り」とも言われるゆえんです。 

 ちなみに、新田神社前の二基の道祖神は、下堀金村下村

から、重柳の道祖神は、等々力村新町から、殿村の道祖神

は、柏原村松下から嫁入りした道祖神です。 

 道祖神には、衣冠束帯の男神と、おすべらかし髪に「十二

単」(ジュウニヒトエ)の女神が彫られた「双体像碑」と道祖

神の文字が刻まれた「文字碑」があり、寺所には次の通り

七つの木戸に道祖神が祀られています。（ ）内は造立年

月です。 

 

○上手（享和 2 年 4 月）と田甫（文化 2 年正月）と原村

（明冶3年2月）にある道祖神は男神と女神が握手をして

いる「握手像」です。 

 

○西ノ側（明冶 2 年正月）にある道祖神は、男神が盃をも

ち、女神は「ひさご」をもつ「酒器像」です。 

 
 

 

 

 

 

 

○花見（文政9年10月）にある道祖神は、男神が笏
しゃく

をも

ち、女神は扇をもつ「笏扇像」で、屋根の棟に「菊花紋」が

入っています。 

 

○四ツ家（文政 5年如月）と東木戸（文政 2年春）にある

道祖神は、道祖神の文字を刻んだ「文字碑」です。 

 

☆双体像碑からは「縁結び」を、文字碑からは「文化」を連

想します。 

 

(※参考１) 

 豊科町誌よると、豊科地域の道祖神碑は 135 基あり、そ

の内文字碑が 92、握手像 28、酒器像 11、笏軸像 2、笏

扇像1、無銘碑１で、文字碑の割合が全体の三分の二であ

るのに対し、寺所は握手像が一番多く、花見の笏扇像碑は、

豊科地域でただ一つだけです。 

 

(※参考２) 

 原村の道祖神の裏面には「帯代五拾両」と、西ノ側の道

祖神の裏面には、帯代拾五両」と刻まれており、これは「道

祖神盗み」、「道祖神の嫁入り」の、結納金の意味ではない

か。 

 

 このように道祖神が各木戸に祀られ、春と秋のお彼岸に

は「子供」が中心になって道祖神祭を仕切っていた。寺所

の男子は小学生になると自動的に「道祖神仲間」に入り、

年長者の指導・命令に従ってお祭りに参加した。 

 

  

その７ 〜 寺 所 に 祀 ら れ た 道 祖 神 碑 〜   

平成29年度 第1号(H29.8.20) 
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お祭りは、道祖神の近くに「むしろ」で囲んだ小屋を造り、

幟を建て、お祭りの経費に充てる「おぼし召し」を集め、太

鼓を打って木戸内へお祭りを知らせた。 

小屋の中での遊び・食事・語らいは、子供だけの世界で

あるだけに楽しく、とりわけ先輩の体験談からは、生活の知

恵を受け継ぐ場でもあった。 

そして、この仲間意識は普段でも生かされ、遊びやいた

ずら、野球や水泳、川での魚とりなど、独特な子供社会が

実現できたと考えられます。 

また、秋の道祖神では、畦
あぜ

豆
まめ

やサツマイモを近くの田圃

や畑から失敬し、小屋の中でゆでたり、焼いたりして食べ

たものです。畦豆やサツマイモの調達方法でも、畦豆は一

本か二本おきに扱ぐとか、サツマイモは一株から一本か二

本探り掘りをするなど工夫をこらし、大人達、も道祖神の子

供のやることだからと大目にみているおおらかな時代でし

た。 

 

このほかには、「おぼし召し」を集めるのに「お神輿」を

担ぎながら拍子を打ち鳴らして一軒一軒回った（上手）、遊

びで「鬼ごっこ）」をし、逃げた鬼を追う組は「火の見櫓」に

登って鬼の行方を探し、追うメンバーに「田沢橋の方にい

たぞ」等の指示を出す遊びを考え楽しんだ（上手）、道祖神

の幟を大人が手伝って建て、夜のお祭りには大人も参加し

て一緒に楽しんだ（四ツ家）、「おぼし召し」をもらったあと、

木戸内へ盃を持ってお神酒を届けたり、道を通る人にもお

神酒を勧めた（西ノ側）、など、子供ながらの知恵を道祖神

で出しています。 

このように、昭和40年代ころまでは「子供」が中心にな

って仕切っていた道祖神祭りも、その後は少子化の影響で

女子も仲間に入った木戸や、ＰＴＡのお母さん方が手助け

する木戸もあり、現在では「道祖神仲間」は勿論、お祭り自

体が消滅した木戸が多くなっています。 

しかし、西ノ側では毎年 10 月に、東木戸では毎年春と

秋に、それぞれ大人が中心になって道祖神祭を継承してい

る木戸もあります。 

             （次号その8に続く） 

  



 10 

 

大王ワサビ農場」の水車小屋周辺は、黒澤明監督が

「夢」の撮影場所に選んだ所で、安曇野に残された「唯一

の原風景」とも言われ、万水川や蓼川の清流、岸辺に茂る

柳などの大木が醸し出す景観にひかれて多くの観光客が

訪れています。 

寺所にも、以

前は中曽根川や

傘木堰の流域に

「のどかな安曇

野」を感じる田園

風景がありまし

た。 

中曽根川は梓

川から分流した

自然流（往古の

梓川河道との説

もある。）で、寺所用水（寺所堰）の水源でもあり、室町から

江戸時代にかけて寺所の水田開発に大きな役割を果たし

た川でした。 

 

また、南安曇郡と東筑摩郡の境になっていた中曽根川

の土手には、くるみや柳が茂り、秋にはくるみが実り、自然

豊かな環境は子供たちにとっても、水遊びや魚とりの格好

な遊び場になっていたようです。 

 

 この中曽根川も長野道関連の「南徳圃場整備事業」です

っかり姿を消し、現在は長野道に沿った排水路にその名前

を残すのみです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

しかし、旧中曽根川に架けられた橋の一部が、今も田沢

街道の北側（旧田沢石油の北西）と新県道北側（富士商

の北）に残っており、往時を偲ぶことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《残された橋の一部》 

 

特に田沢街道に残された橋の欄干には、基礎部分に

「中曽根川橋」「昭和55年3月竣工」との銘板があり、中

曽根川橋から眺めた上流・下流の風景がなつかしく思い

出されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《橋の銘板》 

 

 しかし、いずれの橋も中曽根川が消滅したことでその任

務は終わりました。 

竣工からわずか１０年足らずでした。 

 

 

 

 

 

 

 

その８ 〜消えた安曇野の原風景 その１ 

「中曽根川」〜                   平成29年度 第2号(H29.12.5) 
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旧田沢街道に沿った矢原堰の土手には大きな桜が連な

り、５００㍍をこえる満開の桜並木は見事でした。これは今

から半世紀位前の風景です。 

お祭りでは、桜並木に立てた「ぼんぼり」の明かりに浮

かぶ桜のなかを、笛・太鼓の音を響かせた屋台が通り、お

祭りのハイライトでした。 

また、この桜並木は近郷にも知られた名所で、戦前は現

在老人クラブの花壇になっている矢原堰の土手にムシロ

を敷いた桟敷で盛大なお花見をし、綺麗どころの芸者衆も

豊科から大勢来て大変にぎやかだったと聞いています。 

この桜並木の由来は、大正天皇の即位を記念して、信夫

連が桜の苗木を矢原堰の土手に植えたことがスタートで、

「御即位大典紀念櫻」と刻まれた石碑が消防詰所から少し

西の土手にあり、この石碑の左右には「大正４年11月10

日」、「寺所信夫連」と刻まれています、この記念碑からは、

当時の青年達（明冶 22 年～32 年生まれ）の熱き思いと

ロマンを感じます。 

 
 

 

 

 

 

 

しかし、昭和 46年に矢原堰をコンクリート製水路に改修し

た際、田沢街道も拡幅工事が行なわれ、桜のあった土手は道

路に変わってしまいましたが、舟張場に移された「記念碑」が

その歴史を現在に伝えています。 

 

参考：１ 田沢街道は、明治 35 年に篠ノ井線が開通し田沢駅

ができたことにより、田沢駅と豊科町を結ぶ道路として明冶

40年頃新設された。 

参考：２ 神社の大門は、神社への参道として明治 43 年頃に

つくられ、それ以後は田沢街道から大門経由でお祭りの屋台

が曳行されるようになった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その９ 〜消えた安曇野の原風景 その２ 

「矢原堰沿いの桜並木」～    平成29年度 第3号(H30.3.25) 

 〜 

 

 矢原堰（やばらせぎ） 

 矢原堰の開削は、江戸初期の1654年。矢原村の庄屋・臼井弥三郎の功績と伝えられ、今も水路の取り入れ口には頌徳

碑（しょうとくひ）が建っている。犀川（高家熊倉）から取水、北流し、穂高神社付近で欠けの川に流れる。主に矢原・白金・

等々力・穂高町・等々力町の水田地域を灌漑している。幹線水路の延長は、約8.3キロメートルで、灌漑面積は、約440ヘク

タール。安曇野を流れる横堰としては最初に開削され、その後の江戸時代の堰の開削のさきがけとなった。1999年6月、万

水川に架かる眼鏡橋（通水路）が豪雨で流され、現在はコンクリート橋となっている。矢原堰土地改良区が管理している。 
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大町市や白馬・小谷の両村では、昔の旅姿に扮した

人々が「旧千国街道」を楽しく歩く、「塩の道まつり」が毎年

盛大に行なわれています。 

 
(塩の道祭り)      

千国街道は越後から塩や海産物を信州へ輸送した道

で、上杉謙信が武田信玄に塩を送り、「敵に塩を送る」とい

うことわざにもなった伝説のルートで、信濃国府が置かれ

た松本から千国を経て糸魚川に通じていました。 

中世安曇地方の交通路図によると、穂高以南の千国大

道は穂高神社の大門から矢原・踏入・寺所・熊倉を通り、

「熊倉の渡し」・「養老坂」を経て松本へ通じており、寺所も

「千国街道」が通っていたことになります。 

  

 

 

 

 

 

 

 寺所の「字界図」によると、西ノ側から踏入へ向かう道筋

に「駅家
う ま や

尻
じり

」（厩尻）という「字名」が残っており、これは中

世の「駅家
う ま や

」の存在を連想させる地名です。 

西ノ側は南北の道に沿って「方形地割」がしてあり、また、

道路の南と北は「鉤の手」になっていました。（田沢街道が

無い時代は、道祖神の所で道が東へ直角に折れて観音堂

の東を南進する道と合流し、四ッ家・上手から熊倉へ通じ

ていた。） 

 この、「方形地割」と「道路の鉤の手」、さらに「駅家尻」の

地名が残っていることから、現在の糸魚川街道ができる前

は、中世の「駅家」が西ノ側にあった可能性がかなり高い

と思います。ただ、残念ながら駅家の存在を記した古文書

や遺構などは残っていません。 

(参考) 

１ 駅家とは、律令制で公用の旅行や緊急の通信のため、

約 16 ㎞ごとに駅家を置き、駅馬をもって交通機関とし

ていた。 

２ 「厩尻」とは、駅家の出口につけられた地名であると言

われています。 

 

 

  

その１０ 〜寺所の古道をたずねて  

塩の道「千国街道」〜     平成３０年度 第1号(H30.7.21) 

 

寺所区の字界図(豊科町誌か

ら) 
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寺所の歴史は、寺所堰（寺所用水）を中心にいくつかの

枝堰を造り、その堰沿いに住居を構えながら周辺を開墾し

て集落ができたのではないか。  

また、寺所の農地には地番のほかに「樋田」や「赤沢」な

ど24の地名（字名）が付いています。この地名の由来や

歴史を訪ねてみました。  

(図：P15参照)  

１ 大底樋（おおそこひ）  

この地名は、神社西の寺所堰（地元では車屋堰と呼ば

れていた）の西側で、「 から傘木堰」までの水田に付けら

れており、現在はほとんどが「豊岳荘」と「南信貨物」の敷

地になっています。（814番地～831番地までの18筆）  

江戸時代の承応３年（1654）に開削された矢原堰が、

この地域の用水であった車屋堰の上を通過した為、矢原

堰の下を「底樋」で通っており、このことが地名の由来では

ないか。さらに、「から傘木堰」も底樋で矢原堰の下を通過

している。  

２ 宮き己（みやぎわ）  

この地名は、神社西の「車屋堰」から、西之側の「裏堰」

までの間の水田に付けられており（834番地～893 番地

までの60 筆）、この地に鎮座する寺所神社に由来する地

名と考えられる。  

なお、近隣の神社周辺には宮脇、宮際、宮前など、宮を

冠した地名が数多くあり、寺所にも大木神社が在ったとさ

れる周辺の地名が「大木田」となっている。  

また、この地の原村は、神社が西之側から現在 

地に移ってからできた集落と思われる。  

３ 駅家・厩尻（うまやじり・まやのしり） 

この地名は、赤沢重輝氏宅北側の水田から、西と北は踏

入境までの水田に付けられ、中世の「駅家」が西之側にあ

ったことを暗示する字名です。（894番地～913番地まで

の20筆）  

４ 堰下（せぎした）  

この地名は、観音堂東の堰から西之側の裏堰までの間

と、観音堂北の道路と市道田沢柏矢町停車場線の西側の

水田に付けられており、矢原堰の下に広がる水田という意

味合いではないか。（914番地～1006 番地までの 93 

筆）この地に西之側と東木戸の集落がある。 〜  

 

 

 

 

５ 樋尻田（ひじりだ） 

この地名は、市道田沢柏矢町停車場線の西側から、観

音堂東の堰までの間の水田に付けられており、四ッ家堰が

２本矢原堰を「上樋」（水路橋）で越えており、この用水の

流末という意味で付けられた地名で、水尻（みしりの水

田）の意味合いではないか。（1番地～58番地までの58

筆）この地に花見の集落がある。  

６ 甚田島（じんたじま） 

地番では、1308 番地から1317番地までの１０ 

筆で、寺所の一番北にあり、踏入の恵光院境まで 

の水田に付けられた地名で、踏入にも同じ地名が 

ある。現在の斎藤芳門氏宅の周りである。  

なお、隣村と同じ地名はここだけで、中曽根川の流れに

囲まれた島のような地形ではなかったか。  

７ 花見田（けみだ）  

この地名は、岡村佳代子さん宅の東と南は赤羽弘光さん

宅の南のラインまでと、西は細萱直義氏宅西の排水路まで

の間の水田に付けられており、 （1007番地～1065番

地まで）中曽根川端を除いた花見地帯の水田であり、湧

水地帯を最初に開発した水田という意味合いではない

か。  

８ 水門原（すいもんばら）  

この地名は、船張場から南へ矢原堰までと、矢原堰と中

曽根川の間の半分と平林宅の南ラインから「くるみドブ」ま

での間の水田に付けられており、（1066 番地～1127 

番地と 1156番地～1226番地までの62筆）矢原堰の

水門と周辺の一面の原野が地名の由来か  

９ 旧恵光院（きゅうえこういん）  

この地名は、「くるみドブ」南から「中ドブ」南までの間

と、長野道の東辺の新県道の北から田沢街道までの間に

ある水田に付けられている。（1128番地～1155番地と

1231番地～1241番地と1246 番地～1261番地ま

での55筆で三ヵ所に分かれている。）  

この地に宅地は無かったが、江戸時代には、松本の「恵

光院」の寺領であったことが、地名の由来である。  

なお、踏入の恵光院にも、同じ「旧恵光院」があり、恵光

院領は飛び飛びに在ったようです。 

  

その 11 〜大地に刻まれた寺所の歴史 

―土地の字名から その 1～   平成30年度 第3号(H31.3.22) 
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明治５年に「寺所耕地地券総代」が作成した「地目

反別取調書」によると、一筆ごとの土地に「五反田」

「樋田」などの「字名」が付いています。 

 また、南穂高村が戦後の農地改革後に発行した「土

地台帳」には、大字寺所、字大底樋、宮き己、などの字

名が付いています。 

農地などの「字名」には、その土地の景観や用水路、

地味などを表現したものが多くあり、この字名から寺

所の水田や畑地開発の歴史を探ってみたい。 

前回は矢原堰の北側（堰下）の水田などの字名（９

件）について考察しましたが、今回は矢原堰の南側

（堰上）の水田に付けられた「字名」の内７件について

探ってみたい。 

１ 西原（にしはら） 

この地名は、「から傘木堰」の西方にある土地に付

けられており（410番地～577番地までの 168筆）、

現在は宅地開発がされて見岳町となっています。 

寺所西部にあった広い「原野」が地名の由来と考え

られ、隣接する成相や新田では、「東原」と言っていた

ことから、村の西部にあった原野を開墾した土地という

意味合いではないか。 

この土地は、「から傘木堰」より高いため水が乏しく、

開発前は成相の残水が利用できた８反歩が水田で、

残りは一面の桑畑（約５町５反）になっていました。 

宅地になる前は近くに火葬場もあり（現在は見岳町

公園）、開墾の際に出た「石の山」が沢山あって、一帯

は「蛇」の棲家になっていました。 

地元では「にしっぱら」と言っていた。（例：にしっぱら

の本家など）。この土地の開墾前の「景観」を読み込

んだ典型的な字名です。  

２ 井苅（いかり） 

この字名は、「から傘木堰」の東側で、現在は「カイ

ンズ」「西友」を中心にした商業地になっている水田に

付けられていた地名（768番地～813番地までの46

筆）です。 

この地は、江戸時代前期頃までは「から傘木堰」の

流末・氾濫原になっており、大雨の際に水が押し寄せ

る態が「怒っている」（いかって）ように見えたこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

から付けられた地名で、近隣にも雨水の滞留地などに

付けられています。 

「から傘木堰」が、「ガスト」の南で段丘を利用して

西方へ迂回させる流路変更後に、この地は開墾されて

水田になったと推測されます。 

開墾される前の景観を読み込んだ字名で、「井苅」

は、「怒り」の佳字と考えられます。 

３ 芝田（しばた） 

この字名は、東は坂井省三氏宅から、西は丸山真登

氏宅までのラインから、北は寺所堰までの範囲の水田

に付けられており（746 番地～767 番地までの 22

筆）、往古は水の乏しい「芝地」であったところに水路

を造り開墾して水田を作ったことが地名の由来と考え

られます。 

もし、想像をたくましくすることが許されるならば、江

戸時代中期に塩河原村（旧七貴村塩河原）から寺所

村へ移住した「堀内家」一族が中心になって、この芝

地を開発したのではないか。 

この字名も、開墾前の景観を読み込んでいます。 

４ 石原（いしはら） 

この字名は、竹村氏宅東の堰から手塚氏宅東の堰

との間の水田と、戒寺墓地北の水田及び細萱八寿子

さん宅南西の寺所堰までの水田に付けられており

（694番地～733番地までの 40筆）、特別に石が多

かった原野を開墾して水田化した土地に付けられたも

のと考えられます。 

石の多い土地に付けられた「石原」の字名は近隣の

踏入や細萱、重柳にもあり、戒寺の共同墓地がこの地

に作られたのも、石が多くて農耕に不向きな土地だっ

たことが大きな理由ではなかったか。 

この字名は開墾前の土地の状況を読み込んだと考

えられます。 

５ 大木田（おおきだ） 

この字名は、「寺所堰」が田甫集会所跡の所で鳥趾

状に分派しており、東は公民館の東の水路から、西は

西之側の裏堰に至る水路の間で、矢原堰までの水田

に付けられており、（658 番地～673 番地までの 12

筆）、現在の稲荷神社の場所に、かつて「大木神社」

があったことに由来する地名と考えられます。 

この字名は、「宮際」と同様鎮座する大木神社にち

なんだものです。 

その 12 〜大地に刻まれた寺所の歴史 

― 土地の字名から その２～   令和元年度 第1号(R1.7.18) 
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６ 五反田（ごたんだ） 

この字名は、公民館前の道路から東へ、四ッ家の集

落までの間で、南は細萱亜紀仁氏宅南の道路から、

北は矢原堰までの水田に付けられおり（59 番地～

104 番地までの 46 筆）、この土地を開墾する際に、

五反歩ずつ分けたことが地名の由来です。ちなみに五

反田のほか、六反田、二反田などの地名が、近隣の踏

入や細萱にもあります。 

 

 

 

 

 

７ 樋田（とよだ） 

この字名は、細井正男氏宅北の寺所堰の上を「樋」

で越した用水を利用する水田に付けられており（105

番地～123番地までの 19筆）、東は四ツ家堰から西

はスタミナ太郎まで、南は寺所堰から細萱亜紀仁氏前

の道路の範囲です。 

寺所堰は、ほとんどが段丘を利用して水路を作って

いますが、細井氏宅北は掘割水路のために寺所堰の

水が利用出来ず、寺所堰の上を従来使用していた用

水を「樋」で横断して使用する必要から、水田にその

名が付けられたと推測できます。 

この字名は用水路の性格を読み込んだものです。 
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大地に刻まれた「地名」から、ふるさとの歴史を尋ね

る試みも今回で最終回です。 

昭和 30年頃までの農業はほとんどが手作業で、

田植え、稲刈り、脱穀などの作業を家族全員で行い、

安曇野の原風景が寺所にも多くありました。 

今日は「井刈」の田植えだ、「花見田」の稲刈りだ、

などの会話が日常でした。 

今回は「上手」と「田甫」の水田に付けられた「字

名」７件の由来等について探ってみたい。  

 

１ 辛子田（からしだ） 

この地名は、「立沢」、「熊の川」、「赤沢」を除いた、

上手全体の土地に付けられています。（150番地から

293番地と、345番地から 366番地までの合計

166筆）。 

往古は、高家の真々部地籍で中曽根川から分流し

た「中沢」や、飯田地籍で分流した「流れ堰」の沢水を

利用した稲作りだったと考えられますが、灌漑用水が

不足して旱害を受け、収量が極端に少ない年が多か

った状態から付けられた地名と思われます。（「かたあ

らし」が「辛子田」と転訛したのではないか） 

ちなみに、「中沢」は鳥羽、吉野では「百石堰」、「流

れ堰」は飯田では「藤ノ木堰」と呼ばれていた。 

２ 赤沢（あかざわ） 

この地名は、「赤沢」や「赤沢小堰」から灌漑してい

る、熊倉街道の南側で権現堰の北西の水田に付けら

れており、（294番地から 343番地までの 50筆）、

用水路の名前がそのまま「地名」となっています。 

赤沢の「赤」は、一般的には仏様にあげる水を意味

していると言われていますが、東沢の後に開削された

「権現堰」を別名「若沢」といい、「若」を「アカ」とも読

むことから、権現堰の枝堰であるこの堰を「赤沢」とし

たとの説もあります。  

赤沢地籍は寺所の古田の一つで、南部圃場整備の

際には奈良時代末から平安時代初期に作られた「土

師器」や「須恵器」の破片が出土し、「赤沢遺跡」と言

われています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、古地図によると、赤沢の東には「赤沢沖」とい

う地名があり、想像をたくましくすることが許されるなら

ば沢から東を眺めた風景が、海岸から沖の海を眺め

るような風景だったんでは。 

３ 立沢（たつざわ） 

この地名は、新県道をはさんで四ッ家堰から東へ、

丸山増樹氏宅西の水路までの水田に付けられており

（124番地から 139番地の 16筆）、寺所堰が開削

される前の用水になっていた「流れ堰」の末流が「立

沢」（縦沢）と呼ばれていたのではないか。 

４ 熊の川（くまのがわ） 

この地名は、現在の平安堂から東へ矢原堰に沿った

範囲の水田に付けられており（140番地から 149番

地の 10筆）。一帯は、長野道開通に伴い開発され、

当時の面影は全くありません。 

５ 田甫（たんぼ） 

この地名は、田甫木戸全体に分布しており（380番

地から 394番地、590番地から 650番地、674番

地から 695番地、734番地から 745番地の合計

109筆）。水田地帯の中に農家が点在する風景が地

名の背景ではないか。 

田甫には「中沢」と自然流である「唐笠木堰」があ

って水利に恵まれていたため、水田の開発が進んだの

ではないか。 

そして、宅地も同じ「田甫」を地名としているのが特

徴です。 

６ 枇杷田（びわだ） 

この地名は、北は望月昭雄氏宅北の堰から南方の

吉野境まで、西は健康センター西の道路までの水田に

付けられており（地番は 367番地から 394番地まで

の 28筆）。この地域が低湿地であり、また、付近に湧

水があったことによる地名と考えられます。 

７ 唐笠木（からかさぎ） 

この地名は、健康センター西の道路と「唐笠木堰」

の間の水田に付けられており（395番地から 410番

地と 576番地から 590番地の 32筆）、圃場整備

前は、健康センター西の道路辺を「唐笠木堰」が流れ

ており、その堰の西側の水田に付けられていることか

ら、自然流「唐笠木堰」にちなむ地名と考えられます 

 

その 1３ 〜大地に刻まれた寺所の歴史 

―土地の字名から その３～  令和元年度 第２号(R1.12.10) 

























 
















